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は じ め に

この ワ ンデ リ ン グは 私 が3年 目 の 夏 に ワ ンダ ー

フ ォー ゲ ル部 の 夏期 ワ ンデ リ ン グの1つ と して行

な った も の で あ る。 我 が部 の 夏 期 は 、 主 に沢 を使

っ た 山 登 りが主 体 で あ るが 、1部 の パ ー テ ィー は

海 へ 行 っ た り、 サ イ ク リ ン グ、 川 下 り等 を行 な う

こ と が あ る。

今 回 の ワ ンデ リ ン グ は海 と山 と を組 み 合 わせ た

もの で 、 前 半 は ボ ー トと歩 き と泳 ぎ に よ る知 床 北

岸 め ぐ り、 そ して後 半 は テ ッパ ンベ ツ川 支 流 コ タ

キ 川 を遡 行 して知 床 岳 へ 登 り、 ウ ナ キ ベ ツ川 を降

り、 羅 臼へ 抜 け る と い う もの で あ っ た 。 こ の報 告

は その 前 半 部 分 を紹 介 す る と い う もの で あ る。 メ

ンバ ー は5人 で 、 事 前 の 準 備 は、 私 が1年 前 に北

大 探 検 部 の 記 録 を見 て こ こへ 行 こ う と思 い た って

か ら、 装 備 の調 達 、 メ ンバ ー 募 集 、小 樽 赤 岩 海 岸 、

漁 入 沢 ～ 漁 岳 ～漁 川 遡 行 、積 丹 半 島 の伊 佐 内 川 及

び 西 海 岸 等 で練 習 を行 な う と い う もの で 、 比 較 的

準 備 期 間 は長 か っ た ほ うで あ る。
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装 備

テ ン ト、 ナ ベ 、石 油 コ ンロ 、 石 油 、 ゴ ムボ ー ト

(4人 乗 り)、オ ー ル 、 グ ラ ン ドシ ー ト(ゴ ム ボ ー

トの 底 に保 護 の た め 充 て る)、ヘ ル メ ッ ト、 ラ イ フ

ジ ャ ケ ッ ト、 ア ンカ ー 、 ア ン カー ロ ー プ 、 釣 り道

具 、 地 下 足 袋 、 そ の他 一 般 的夏 装 備

食 料

米 、 マ カ ロ ニ 、 ラー メ ン、 ソ ー メ ン、 ス イ トン、

酒 、 乾 燥 野 菜 、 肉(現 地 調 達 を考 えて 少 な め)、昼

食(パ ン、 ビ ス ケ ッ ト、乾 パ ン等)

行 動 概 略
ヒッチ

ウトロ⊥ 三L知床大僑 坐 ルシャ川河口1竺 タキ

ノ川河 口3謡讐 ボ警ぎ知床岬勉 文吉湾⊥ ウ トロ

行 動

8月4日9時50分 ウ トロ発

知 床 大 橋 で バ ス を降 り、 ヒ ッチ も成 功 し、 ル シ

ャ川 口 ま で乗 せ て も らっ た 。

この 付 近 は知 床 半 島 で も山 が低 くな っ て い て広

々 と した 草 原 状 の 丘 は、 心 に 安 ら ぎ を与 え て くれ

る と こ ろ で あ る。 チ ャ カバ バ イ川 の 番 屋 か らは地

図 通 り道 が無 く な っ た。 じ り じ りと照 りつ け る太

陽 の下 、 ボ ー トを含 む重 荷 を背 負 っ て 巨岩 帯 を歩

くの は楽 で は な い が、 いよ い よ岩 壁 も海 に迫 っ て

きて 、 その 苔 む した 岩 肌 が美 し い。 タキ ノ川 に着

きテ ン トを張 る と、 さ っ そ く泳 い で み る が、 話 の

通 り水 は冷 た く肌 が しび れ た 。 こ こ の海 は 夏 で も

17℃ 前後 と、 ひ じ ょ うに冷 た い の で あ る。

夕 方 に な る と番屋 の お じ さん の 好 意 で番 屋 に招

か れ た が、 こ の 先 の様 子 を尋 ね る と 「と に か く、

ゴ ム ボ ー トで この 先 へ 行 っ た 者 は 、8割 が た敗 退

して くるの で 、漁 船 で た こ岩 あた りま で連 れ て い

っ て や る か ら…」 と強 く言 わ れ た 。 「い や 、 と に

か く行 っ て み ます 」 と拒 ん だ が 、 結 局 次 の 日漁 船

で様 子 を見 に行 くこ と に な っ た 。

13時35分 タ キ ノ川 着

8月5日

リー ダ ー とサ ブ リー ダ ー が漁 船 で 様 子 を見 に行

っ た が 、 行 け る と い う見 通 しは 変 わ らな か っ た。

戻 っ て 試 験 的 にボ ー ト をこ ぎ出 す こ と に な っ た。

風 が 強 か っ た が 順 風 に乗 っ て す べ り出 した が、 突

然 岩 壁 に 当 た っ た 風 が沖 方 向 へ の 風 とな り、 オ ー

ル操 作 が きか な くな り沖 へ 出 され そ う に な っ た。

や っ との 思 い で 番 屋 へ 逃 げ帰 った 。 教 訓 は 、 風 が
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強 い 時 は 、 い く ら順 風 で波 が な く と もボ ー トは 出

せ ない 、 と い う こ とで あ る。 番 屋 の お じ さん の 話

も真 実味 を お び て きた 。

8月6日6時30分 タ キ ノ川 出 発

天 気 は 昨 日 と似 て い る が、 波 と風 が な い の で 出

発 す る。2人 がボ ー ト、3人 が海 岸 で あ る。 た こ

岩 手 前 の岬 を通過 す る際 、3回 泳 い だ 。 我 々 が泳

ぐ、 と い う場 所 は 岩 が海 に迫 っ て 、登 っ て も 、へ

つ って も通 過 で き な い場 所 で あ る。 その 際 、 ボ ー

ト隊 は 近 くで非 常 事 態 に備 えて 見 て い る。 奇 岩 怪

石 が そ び え、 な ん と も不 思 議 な景 観 で あ る。

7時55分 タ コ岩 着

ボ ー ト乗 員 を交 代 し、 カ シ ュ ニ の 滝 を過 ぎた 。

そ の付 近 で4回 泳 ぐ。 知 床 川 手 前 の 岬 の 通 過 には

時 間 が か か っ た 。 海 岸 隊3人 は2回 泳 い で先 端 に

た ど りつ い た が 、 そ こ か らは 波 が打 ちつ け て い て、

泳 ぐ距 離 も長 か っ た の で 、 ボ ー ト往 復 で 基 部 ま で

運 ぶ こ と にす る。 サ ブ リー ダー だ け は強 引 に泳 い

だ が 、途 中 で も が い て い る の で 、 ボ ー トに つ か ま

らせ て通 過 した。 こ こは40m程 度泳 が な け れ ば な

らな い の で 、 ボ ー トな しで 行 く場 合 は 注 意 を要 す

る だ ろ う。

11時00分 基部 着

13時40分 オ ケ ッチ ウ シ川 手 前 の番 屋 付 近 着

も湾 の 通 過 は岬 と岬 を直 線 コー ス で進 み 、 か な り

沖 へ 出 て い た 。 ポ ロ モ イ川 の 少 し先 で テ ン トを張

る。 ボ ー トで 釣 りに 出 か け る と、 ガ ヤ20匹 ほ どの

収 穫 で 、晩 飯 は うに寿 司 と ガヤ 塩 焼 き と豪 華 に な

っ た 。

13時00分 ポ ロモ イ着

8月8日

昨 日の味 を しめ て 、 朝 飯 前 に ガ ヤ 釣 り に出 る と

ま た ま た 大 漁 で あ る。

9時55分 ポ ロ モ イ発

メ ガ ネ岩 を過 ぎて 、1ケ 所泳 い で通 過 す る。 こ

の辺 ま で く る と断 崖 も小 規 模 に な り、 上 はエ ゾ キ

ス ゲ の 咲 く草 原 と な っ て い る。 海 岸 も棚 状 に な っ

て い て 歩 き易 い 。 岬 手 前 の22m地 点 付 近 で 岩 を登

っ て上 に出 る と美 し い草 原 とな っ て い て 、 岬 は も

うす ぐ そ こで あ っ た 。

13時55分 ア ブ ラ コ湾 一着

メ ンバ ー3人 は さっ そ く釣 り をは じめ リー ダー

サ ブ リー ダー は 燈 台 へ 登 っ て み た。 海 を見 降 ろ す

と、 ウ トロ側 は 穏 や か 、 ラ ウ ス側 は風 で 白波 が 立

っ て い る。 東 と西 で こ ん な差 が あ る の で あ る。

8月7日7時40分 出 発

今 日は また 、 一段 と海 が 穏 や か で 、 山 が海 に映

し出 され て い る。 イ タ シ ュベ ワ タ ラで2回 泳 い だ

後 、 ボ ー ト乗 員 を交 代 す る。 そ れ に し て も、 ボ ー

トの 上 で プ カー ッと煙 草 をふ か しな が ら、 海 岸 隊

が な ん と かへ つ ろ うと動 き ま わ っ て 、 しぶ しぶ1

人 つ つ 海 に ドボ ン と入 っ て い く様 子 を見 るの は、

快 感 と しか言 い よ うが な い。

ア ウ ンモ イ を過 ぎ る と、 よ うや く青 空 が広 が っ

て きた 。 見 る と水 際 には 無 数 の ウニ がへ ば りっ い

て い るの で 、 しば ら く休 憩 と す る。 こ こ は深 い 入

り江 に な っ て い て 、奥 の 方 ま で 行 く と そ こ は 沢 に

変 っ て い る 不思 議 な と こ ろ だ 。 ウ ニ の と れ る沢 な

の で 「ウ ニ の 沢 」 と名 づ け た 。 今 晩 は ウニ 寿 司 に

決 め 、 ウ ニ を手 あ た り しだ い に取 っ た 。 こ こ か ら

先 は岩 棚 の 上 を く るぶ し ぐ らい まで つ か り な が ら

快 適 に 歩 い て い く こ とが で きた 。 と い っ て も、 こ

の 深 さは潮 の 干 満 で 変 化 す る の だ が 、 ボ ー トの 方

8月9日9時05分 発

草 原 の 中 の 小 道 を文 吉 湾 へ 向 か う。

9時40分 文 吉 湾 一着

文 吉 湾 は 、 こ こ い らで は最 も立 派 な コ ン ク リー

ト張 りの 港 で 、 周 囲 の 景 観 に マ ッチ と して い る と

は 言 い 難 い。 話 に よ る と こ の港 は 、 こ こ まで 道 路

が開 通 す る こ と を前提 に作 られ た もの ら し い が 、

将 来 は どの よ うな こ と に な る の だ ろ うか。

13時00分 文 吉 湾 着

集 荷 船(番 屋 に寄 っ て魚 を積 み な が ら ウ トロ へ

降 ろ す 輸 送 船)に 頼 み こん で 、 ウ トロ まで 送 っ て

も ら うこ と に な った 。 船 の上 か ら沖 に浮 かぶ ブ イ

を見 て 驚 い た が 、潮 の 流 れ が か な り速 い 。 事 前 に

調 べ た の だ が 、知 床 北 岸 は基 部 か ら岬 方 向 へ 海 流

が あ り、 その 流 れ も北 海 道 の 中 で も指 折 りの もの

で あ る。 沿 岸 をゴ ム ボ ー トで行 く分 に は影 響 は な

い が 、思 い 切 っ てlkm以 上 沖 へ 出 て この 流 れ に乗

れ ば 、 岬 ま で1日 で 行 け る で あ ろ う。
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16時30分 ウ トロ着

お わ り に

私は知床の北岸は、この計画 と合わせて2回 経

験がある。もう1回 は3月 に流氷 を歩いて岬まで

行 こうとしたのだが、氷がなくなって しまい、タ

キノ川河 口で引き返 してきたのである。 しかし、

その時はイタシュベツ川河口付近から岩尾別 まで

の断崖に沿って流氷を歩 くことがで きた。その部

分、特に五湖の断涯と呼ばれる地帯は垂壁がいき

なり海に落 ち込んでいて、夏に上のような方法で

通過することはまず不可能と思われる。ほとんど

が岩壁で、歩ける部分がほとんどないからである。

その点で知床の海岸でも、先端部 と中部では、地

形の形成過程、地質、年代、波 による浸食等が異

っていると思 われる。

以上、知床北岸についての報告をしてきました

が、何かのお役に立てば幸いです。
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